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将来APNへ～エンド・ツー・エンド光パス設計技術

波長・経路の設計によりエンド・ツー・エンドの
光パスをオンデマンドで低コストに提供します

#業務効率化 #レジリエンス

APNの展開や波長サービスの多様化により、波長変
換技術導入後の設計が必要ですが、波長や経路とコ
ストのバランスの取れた経路探索ができません。

波長・経路探索の精度向上によりAPNのリソース利
用効率を向上し、設備コストを削減します。

波長変換技術を導入した光パスネットワークにおいて、波長リ
ソースの利用状況に応じて波長利用効率の高い光パスの経路と
波長を設計する技術

市中技術では波長変換の適用や迂回路の選択による効果を評価
して経路や利用波長を決定する方法はなく、本技術では両者を
考慮することで波長利用効率の良い経路の設計を実現
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オンデマンドな光パス接続サービスの提供に活用可能
2028年度4月（予定）

関連展示＝δ4-01 出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT技術ジャーナルHP

問い合わせ先URL

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/D04-01-j.pdf
https://journal.ntt.co.jp/article/1281
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=301&param03=D04-02

	スライド番号 1

